
「儲かる農業」に向けた農業生産基盤の整備・保全

新規 21,100 千円　

50,400 千円　

92 千円　

326,310 千円　

670,681 千円　

新たな需要に応える農産物の生産体制の強化

(再掲) 787,500 千円　

地域資源を活用し、コミュニティの活力を創出

4,405 千円　

1,634,650 千円　

66 千円　

起業・創業しやすい環境づくり

(再掲) 16,000 千円　

元気な農業応援事業

本市農業の持続的発展と、効率的で安定した農業の担い手の育成を目
的に、需要に応じた米生産や園芸作物導入による経営の複合化、規模
拡大や経営改善、農産物の付加価値向上のほか、園芸産地づくりに向
けた取組を支援します。

農業・農村が有する多面的機能の維持・発揮を図るため、農用地・水路・
農道等の地域資源の適切な保全管理の推進を目的に、農業者や地域
住民が実施する共同活動を支援します。また、あらゆる関係者が流域
全体で行う協働の取組である「流域治水」の一環として、水田の雨水貯
留能力を高める田んぼダムの取組を推進します。

ＤＸプラットフォーム推
進事業

ほ場整備の推進

農業水利施設等の保全
管理・長寿命化

農業・農村の有する多
面的機能の維持・発揮

農業サポーター推進事
業

市内農家と、農作業の手助けをしたい人とを結びつけることにより、農
繁期の労働力不足を補うとともに、農村と都市の交流や相互理解を促
進します。

異分野・異業種間の企業や人、技術やデータなどを繋ぐDXプラット
フォームを通じて、ＤＸの推進と新規事業開発を加速させるため、企業
のイノベーション創出のサイクルを定着させる実践型プログラムを実施
するとともに、事業化に向けた実証実験に係る経費を補助し、共創に
よるイノベーションの創出を図ります。

本市農業の競争力向上に繋がる、農地の大区画化や汎用化を促進し、
併せて、担い手への農地の集積・集約を進めるために、ほ場整備事業を
支援します。

農業者や食品関連事業者を対象に、農産物の付加価値向上に向けた相
談業務やセミナーを実施するほか、新たな事業展開に必要となる加工
機械・施設の導入等を支援することで、6次産業化や農商工連携の取り
組みを進めます。

予算額

効率的な農業経営に向け、簡易なほ場整備を推進するとともに、排水
路や排水機場に係る負担を軽減するため田んぼダムに取り組む地域の
共同活動を支援します。また、農地バンクを活用した分散農地の集約化
を進めます。

機構集積協力金事業

未来へつなぐ地域農業
支援事業

6次産業化サポート事
業

地域の中心となる経営体への農地集積や分散化している農地の集約
化を円滑に進めるため、農地中間管理機構を通じた農地集積・集約化
に取り組む地域を支援します。

市域の２５％がゼロメートル地帯である本市において、豊かな農業生
産を支え、都市部における安心・安全な生活を守る農業水利施設の適
正な維持管理・整備更新を図るとともに、老朽化した施設の長寿命化
対策を進めます。

事業名 事業概要

地域における将来の農業のあり方や農地利用について、農業者や農業
委員会、農協、土地改良区等との話し合いを通じ、地域計画の策定を進
めます。

地域計画策定事業

意欲ある担い手への農地の利用集積・集約化を推進するとともに、需要に応じた多様な米生産への取組を進めます。

園芸作物の導入による経営の複合化や、大規模な園芸産地の形成、６次産業化や農商工連携を進めるとともに、スマート農業技術やデ

ジタル技術の導入を支援することで、生産性・収益性の向上を図ります。

さらに園芸作物の生産拡大とあわせて多様な販売先を確保するため、オール新潟体制で新たな需要開拓や市内農産物のＰＲ活動に積

極的に取り組みます。また、子どもたちが農業や食文化に触れ、理解を深める機会の拡大にも取り組みます。

3 豊富な田園資源を活かした儲かる農業の実現重点戦略
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生産性向上と持続性の両立に向けたスマート農業技術の導入促進

拡充 9,500 千円　

(再掲) 5,000 千円　

所得拡大に向けた販売力の強化

(再掲) 7,000 千円　

(再掲) 30,330 千円　

新潟の農水産物と食文化を全国に発信

(再掲) 4,000 千円　

(再掲) 3,650 千円　

(再掲) 10,000 千円　

意欲ある担い手等の確保・育成

28,295 千円　

15,750 千円　

食と農への理解促進とシビックプライドの醸成

5,812 千円　

　 117,724 千円　

2,675 千円　

林業・水産業の環境整備

新規 2,000 千円　

事業名 事業概要 予算額

食や食文化を通じて新たな地域交流を生み出すため、民間事業者の食
を活用した取組を支援します。また、料理人や飲食店、生産者等と協働
し、市内産農産物のプロモーションや次世代を担う料理人の育成につ
なげます。

農産物販売力強化促進
事業

儲かる農業の実現に向け、県や生産者と連携して、首都圏をはじめと
する国内や海外の販路開拓・販売促進につなげます。

食と花の世界フォーラ
ム

産官学で構成する食と花の世界フォーラム組織委員会による食の国際
見本市「フードメッセinにいがた」などを開催し、本市の強みである食
と農の新たなビジネスチャンスにつなげます。

海外ビジネス支援事業
本市の強みである「食」分野を中心に、海外バイヤーとの商談機会を創
出し、市内企業等の海外販路拡大を支援します。

農業脱炭素・ＳＤＧｓ推
進事業

持続可能な農業の実現を目的に、農業ＤＸによる生産性・収益性の向
上や、農業における脱炭素化や環境負荷低減に向け農業者が提案する
モデル事業を支援します。また、農業ＤＸのさらなる普及に向けた支援
を行います。

みどりの農業推進事業
(J-クレジット普及推進
事業)

温室効果ガスの排出削減量・吸収量を国が認証する「J-クレジット制度
(AG005：水稲栽培における中干し期間の延長)」を活用し、環境に配
慮した持続可能な農業を推進するとともに、事業で得られたクレジット
により、地域農業や企業の環境保全活動の活性化を図ります。

食文化創造都市の推進

にいがた２ｋｍ食花マル
シェ

食育推進事業

食育推進計画に基づき、本市の特色ある基盤を生かした食育活動を推
進し、市民の食育に関する理解と関心を深めます。学校給食に関して
は、教育委員会と連携し地場農産物の活用を推進するとともに、農業
や地場農産物への理解を促進し、地域農業の振興と食育の推進を図り
ます。

食と農のわくわく
SDGs学習推進事業

主に小学校高学年～専門学校・大学を対象とした食と農に関する探究
的な学習を推進し、本市の豊かな食や農への理解を深め、地域への誇
りや愛着、生きる力を培うとともに、本市の農業や食品産業を支える
人材づくりにつなげます。

新規就農者経営開始資
金

地域計画に位置付けられた、独立・自営する認定新規就農者に対し、経
営開始資金の支援を行うことで初期投資の軽減や経営の安定化を図
ります。

秋の収穫時期に合わせ、生産者や専門学校、障がい者などと「食花マル
シェ」を開催します。８区の食や花の魅力を市内外に発信し、地域への
愛着やまちの賑わい創出につなげます。

漁港を核とした水産業
及び地域活性化事業

漁港の活性化を目的に、将来構想の策定を進めるとともに、漁港と地
元商店街等が連携した取組を支援します。

本市が誇る食と花の魅力を市内外に発信し、多くの人にその魅力に触
れる機会を提供することにより、食と花の販路拡大及び農村と都市の
交流を推進します。また、食と花を一体的に学ぶことができる場を提供
することにより、市民の食育及び花育を推進します。

食と花の交流センター
の管理運営、食育・花育
センターの管理運営

にいがたagribase事
業

新規就農者の栽培技術向上をはじめ、経営安定化のため、伴走型の支
援を行うほか、親元等で就農する農業者を支援するなど新規就農者の
確保・育成に取り組みます。
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林業・水産業の環境整備（つづき）

37,091 千円　

4,500 千円　

36,000 千円　

事業名 事業概要 予算額

みんなの森林づくり支
援事業

水産物供給基盤機能保
全事業

森林経営管理事業
林業の成長産業化と森林資源の適切な管理を推進するため、森林経営
管理制度に基づく意向調査、間伐などを行います。

市民と協働して海岸保安林等の森林環境を保全するため、森林整備ボ
ランティア団体等への支援を行います。

国の補助事業を活用し、漁港施設の長寿命化を図ります。
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